
は
じ
め
に

文
学
部
所
蔵
文
書
調
査
団
で
は
、
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
で
日
本
史
学
研
究
室

に
お
い
て
管
理
さ
れ
て
い
る
古
文
書
の
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

成
果
の
一
端
と
し
て
「
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
目
録
」（
一
）
〜
（
三
）
を

本
紀
要
に
掲
載
し
て
き
た
（
１
）

。
た
だ
し
、
文
学
部
所
蔵
文
書
は
二
十
七
の
史
料
群
か

ら
な
り
、
そ
の
う
ち
目
録
と
し
て
公
刊
し
た
も
の
は
未
だ
一
部
に
過
ぎ
ず
、
今
後

さ
ら
に
調
査
を
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
今
年
度
、
日
本
史
学
研
究
室
で
は
、
右
の
史
料
群
に
加
え
、
新
た
に

一
つ
の
史
料
群
の
寄
託
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
中
世
史
の

研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
（
２
）

、
ま
た
本
学
の
教
員
と
し
て
日
本
史
学
研
究
室
に
も

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
石
井
進
氏
の
蒐
集
に
か
か
る
史
料
が
そ
れ
で
あ
る
。

石
井
氏
が
蒐
集
さ
れ
た
史
料
は
、
注
（
二
）
に
示
し
た
著
作
集
編
纂
の
参
考
に

供
す
る
た
め
、
数
年
前
よ
り
日
本
史
学
研
究
室
で
お
預
か
り
し
て
い
た
が
、
二
〇

〇
五
年
十
月
、
正
式
に
研
究
室
に
寄
託
し
て
い
た
だ
く
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
文
学
部
文
書
調
査
団
で
は
、
今
年
度
の
は
じ
め
よ
り
こ
れ
ら
の
調
査
に
と
り

か
か
り
、
米
沢
藩
で
作
成
さ
れ
た
古
文
書
集
全
五
十
二
冊
（
本
稿
第
一
章
参
照
）

に
つ
い
て
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
撮
影
を
終
え
、
次
年
度
の
末
に
は
所
収

文
書
の
細
目
録
を
公
刊
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
号
で
は
、
調
査
概
報
と
し
て
、
石
井
進
氏
の
蒐
集
に
か
か
る
史
料
を

紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

石
井
氏
の
蒐
集
に
か
か
る
史
料
は
、【
表
１
】
に
示
し
た
通
り
六
十
二
冊
・
二

巻
・
一
括
か
ら
な
り
、
そ
の
性
格
か
ら
次
の
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
米
沢
藩
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
古
文
書
集
の
写
本
や
諸
記
録
類
（
五
十
二

冊
）

�
中
世
法
制
史
の
研
究
史
料
（
二
冊
）

�
藤
原
氏
北
家
閑
院
流
の
阿
野
家
の
家
伝
（
三
冊
）

�
一
条
院
門
跡
・
水
谷
川
家
の
旧
蔵
史
料
（
一
括
・
二
巻
）

�
近
代
以
後
に
作
成
さ
れ
た
古
文
書
の
複
製
・
翻
刻
（
五
冊
）

文
学
部
所
蔵
文
書
調
査
概
報

日
本
史
学
研
究
室
寄
託
の
石
井
進
氏
蒐
集
史
料
に
つ
い
て

文
学
部
所
蔵
文
書
調
査
団

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
一
号

二
〇
〇
七
年
三
月
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以
下
、
本
稿
で
は
、
各
々
の
史
料
を
紹
介
し
つ
つ
そ
の
性
格
を
考
え
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

な
お
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
左
記
の
二
名
が
調
査
に
加
わ
っ
た
。

高
銀
美
・
鈴
木
健
史
（
東
京
大
学
大
学
院
生
）

本
概
報
は
、
村
井
章
介
・
杉
山
巖
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
本
研
究
室
に
寄
託
さ
れ
、
ま
た
調
査
に
多
大
な
便

宜
を
与
え
ら
れ
た
石
井
靖
子
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

石井・１・１ 諸家書札写 ２丁裏・３丁表
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【表１】石井進氏収集文書仮目録
備 考

御馬廻組
五拾騎組
与板組

岩井・福嶋
正保三～承応三
寛文三～寛文十
寛文十一～延宝八
延宝九～貞享四
貞享五～元禄二

１巻は封筒を開いて貼り継ぎ、もう

１巻は本紙を貼り継ぐ、
写真による複製
写真による複製
謄写版
謄写版
謄写版

員数
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１冊
１括
２巻

１冊
１冊
１冊
１冊
１冊

冊次

天
地

天
地
人

七

史 料 名
諸家書札写
諸家古案 四
諸家古案
古案
諸家古案集
諸古案集
古案
御書集
御書外古案
御書古案集
色部家・市川家古案集
大江姓安田家伝御書写
武田古案
雑書奉文
雑御書集
（慶長十七直江山城状写以下古案集）
岩井・下条・香坂
命令写
御触書写
（御書写）
平姓安田氏・平姓柿崎氏
藤姓御系図略
伊達家他系図
平姓色部氏系図
色部正統／黒川中略／竹俣中略／須田中略
平姓中条系図
諸系図写
平姓大概
源姓大国氏・同姓新津氏
楡井氏系図
藤原姓市川氏・宇多源氏竹俣姓
家流教言書上
桂徳院様御近習附・英徳院様御近習附
江戸御留守居附・御仲之間御番頭附
信夫御役人附
御役人抜書
奉行職代鑑 全
侍頭代鑑
侍組百日番転組入年月日大全
大小組入年号月日
（寛永三年上洛供奉侍附ほか）
替徭考異
替徭考異
替徭考異
慶長五年直江山城守支配長井郡知行高
米沢郡中村付代官扱付知行高
諸聞稿
（御年譜）
（御年譜）
（御年譜）
（御年譜）
（御年譜）
建武式目
諸国守護人事
（阿野家）家伝
阿野家系譜・家伝
阿野家家伝（折本）
（一条院旧蔵史料）
水谷川忠磨宛金剛峰寺金山穆韶書簡

長楽寺文書
長楽寺文書 二
対馬斎藤文書（相田二郎旧蔵本）
厳島社文書（相田二郎旧蔵本）
久米田寺文書（相田二郎旧蔵本）

整理番号（仮）
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１
１
２
３
４
５
１
２
１
２
３
１
２

１
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
４
４
４
４
４
５
５
６
６
６
７
７

８
８
９
１０
１１

石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井
石井

石井
石井
石井
石井
石井

�

�

�

�

�
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一

米
沢
藩
関
係
古
文
書
・
諸
記
録

石
井
進
氏
蒐
集
史
料
の
う
ち
、
そ
の
中
核
を
成
し
て
い
る
の
は
、
米
沢
藩
の
編

纂
に
か
か
る
古
文
書
集
で
、
全
五
十
二
冊
の
冊
子
本
か
ら
な
る
。
石
井
氏
が
こ
れ

ら
を
入
手
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
石
井
氏
が
か
か
わ
っ
て
文
学
部
の

所
蔵
と
な
っ
て
い
る
『
謙
信
公
御
書
集
』・『
覚
上
公
御
集
』
が
影
印
刊
行
さ
れ
た

際
、
氏
自
身
が
記
し
て
い
る
（
３
）

の
で
、
ま
ず
は
そ
の
一
部
を
左
に
引
用
し
よ
う
。

な
お
一
つ
だ
け
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
両
『
御
書
集
』
を
購
入
し
た
直
後
、

東
京
神
田
の
古
書
会
館
で
の
即
売
展
の
席
上
、
両
書
の
ツ
レ
と
も
い
う
べ
き

米
沢
藩
関
係
の
古
案
集
な
ど
五
十
余
冊
が
同
じ
文
行
堂
か
ら
出
品
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
両
『
御
書
集
』
と
比
べ
る
と
ど
れ
も
小
さ
く
粗
末
な
小
本
仕
立

て
の
も
の
ば
か
り
だ
が
、
筆
跡
は
同
一
で
、
裏
表
紙
に
も
同
じ
「
平
田
範

隅
」
の
自
署
が
あ
っ
た
。
即
売
展
な
の
で
思
い
切
っ
て
私
が
買
い
入
れ
、
そ

の
後
『
信
濃
史
料
』
や
関
係
自
治
体
史
の
史
料
編
な
ど
で
お
使
い
い
た
だ
い

て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
氏
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
連
の
写
本
は
、『
謙
信
公
御
書

集
』・『
覚
上
公
御
書
集
』
を
購
入
し
た
直
後
に
、
文
行
堂
が
即
売
展
に
出
品
し
た

の
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
両
『
御
書
集
』
購
入
の
直
後
と
い
う
か
ら
、

一
九
六
〇
年
の
冬
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
五
十
二
冊
の
写
本
の
う
ち
、

（
石
井
・
２
・
１
）
か
ら
（
石
井
・
４
・
５
）
の
二
十
冊
に
付
け
ら
れ
て
い
た
と

思
し
き
文
行
堂
書
店
の
出
品
札
「
１
１
６
５

米
沢
藩
古
状
写

二
〇
冊
」
が
現

在
も
残
さ
れ
て
お
り
、
購
入
の
経
緯
に
関
し
て
氏
の
記
す
と
こ
ろ
に
誤
り
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
各
々
の
文
書
集
に
つ
い
て
、
説
明
を
加
え
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

（
石
井
・
１
・
１
）
は
、「
諸
家
書
札
写
」
の
内
題
を
有
す
る
写
本
で
、
縦
一
八

・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
あ
る
。
由

良
・
最
上
・
蒲
生
の
各
氏
、
さ
ら
に
は
島
津
氏
に
関
わ
る
文
書
な
ど
全
七
十
八
通

の
文
書
を
載
録
す
る
。

（
石
井
・
１
・
２
）
は
、
内
題
を
欠
く
も
の
の
、「
諸
家
古
案

（
四
）」
の
付
簽

が
冒
頭
に
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
現
在
は
書
物
に
挿
み
込
ま
れ
て
い
る
モ
ト
表

紙
題
簽
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
紙
片
に
は
「
御
書
草
稿
集

全
」
と
あ
る
。
一

四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
九
十

三
通
の
文
書
を
収
め
る
。

（
石
井
・
１
・
３
）「
諸
家
古
案
」
は
、
縦
一
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一

八
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
百
十
九
通
の
文
書
を
収
め
る
。
上
杉
家

文
書
を
は
じ
め
、
色
部
・
本
庄
・
黒
川
・
中
条
等
家
中
諸
家
の
文
書
を
書
写
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
４
）
は
、「
古
案
」
の
内
題
を
も
つ
写
本
で
、
武
田
氏
関
係
の
文

書
な
ど
全
百
八
通
の
文
書
を
収
め
る
。
縦
一
八
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四

・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
５
）
は
、
内
題
に
「
古
案
集
」、
表
紙
題
簽
に
「
諸
家
古
案
集

〈
百
□
□
〔
五
通
カ
〕〉」
と
あ
る
も
の
で
、
上
杉
家
中
の
諸
家
に
伝
来
し
た
文
書

百
五
通
を
載
録
す
る
。
縦
一
五
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
七
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
６
）
は
、
内
題
を
欠
く
が
、「
諸
古
案
集
」
と
い
う
外
題
を
も
つ

写
本
で
、元
亀
・
天
正
年
間
か
ら
近
世
初
期
の
上
杉
家
文
書
を
収
め
る
。縦
一
五
・

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
六
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
７
）
は
、「
古
案
」
の
内
題
を
も
つ
縦
一
五
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
横
一
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
長
尾
能
景
・
為
景
発
給
文
書
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同上 １４丁裏・１５丁表

石井・１・３ 諸家古案 １３丁裏・１４丁表
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を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
８
）
は
、
内
題
に
「
御
書
集
」、
外
題
に
「
雑
書
抜
書
集
」
と
記

さ
れ
た
写
本
で
、
縦
一
五
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
冊
子
本
で
あ
る
。
内
容
は
、
足
利
将
軍
や
室
町
幕
府
奉
行
人
の
発
給
文
書
、

高
梨
氏
や
甲
斐
武
田
氏
の
発
給
文
書
を
収
め
、
さ
ら
に
安
永
癸
巳
年
（
二
年
、
一

七
七
六
）
十
一
月
に
記
さ
れ
た
「
諸
士
伝
記
」
を
あ
わ
せ
て
書
写
す
る
。

（
石
井
・
１
・
９
）
は
、
表
紙
題
簽
に
「
狩
野
家
御
書
外
古
案
」
と
記
さ
れ
た

縦
一
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、

狩
野
家
の
文
書
を
中
心
に
上
杉
家
文
書
な
ど
を
載
録
し
て
い
る
。

（
石
井
・
１
・
１０
）
は
、
内
題
に
「
御
書
古
案
集
」、
表
紙
題
簽
に
「
越
後
上
杉

家
御
書
集
」
と
記
さ
れ
た
縦
一
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、『
古
今
消
息
集
』
よ
り
載
録
し
た
文
書
や
上
杉
房
能
の

関
係
文
書
そ
の
他
を
載
せ
る
。

「
色
部
家
／
市
川
家

古
案
集
」
の
内
題
を
も
つ
（
石
井
・
１
・
１１
）
は
、
縦

一
四
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
色

部
文
書
・
市
川
文
書
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
色
部
文
書
を
書
写
し
た
部
分
に

は
、『
越
佐
史
料
』
や
『
色
部
氏
史
料
集
』
と
の
対
応
関
係
を
記
し
た
石
井
氏
の

メ
モ
が
挿
み
込
ま
れ
て
い
る
。

（
石
井
・
１
・
１２
）
は
、
内
題
に
「
大
江
姓
安
田
家
伝
御
書
写
〈
安
田
五
拾
七

通
〉」、
表
紙
題
簽
に
「
毛
利
安
田
御
書
集
」
と
記
さ
れ
た
、
縦
一
八
・
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
毛
利
安
田
文
書
五
十

七
通
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
題
に
「
武
田
古
案
」、
表
紙
題
簽
に
「
武
田
古
案
集
」
と
記
さ
れ
た
（
石
井

・
１
・
１３
）
は
、
縦
一
四
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
冊
子
本
で
、
武
田
氏
の
発
給
文
書
を
載
録
す
る
。

（
石
井
・
１
・
１４
）
は
、
内
題
に
「
雑
書
奉
文
」、
表
紙
題
簽
に
「
古
直
江
・
泉

沢

古
案
写
」
と
記
さ
れ
た
冊
子
本
で
あ
る
。
縦
一
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
一
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
載
録
さ
れ
て
い
る
文
書
は
、
泉
沢
氏
・
直
江
氏

の
発
給
文
書
、
さ
ら
に
上
杉
氏
関
係
の
諸
家
文
書
で
あ
る
。

外
題
に
「
雑
御
書
集
〈
関
ヶ
原
大
成
有
之
御
書
也
〉」
と
記
さ
れ
た
（
石
井
・

１
・
１５
）
は
、
豊
臣
秀
吉
・
石
田
三
成
・
前
田
利
家
ら
の
発
給
文
書
九
十
六
通
を

載
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
題
・
外
題
と
も
に
欠
く
（
石
井
・
１
・
１６
）
は
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一

二
）
正
月
八
日
の
直
江
兼
続
書
状
を
は
じ
め
と
す
る
兼
続
の
発
給
文
書
を
載
録
し

た
も
の
で
、
縦
一
七
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

冊
子
本
で
あ
る
。

「
岩
井
／
下
条
／
香
坂
」
の
外
題
を
有
す
る
（
石
井
・
１
・
１７
）
は
、
前
半
に

芋
川
氏
の
受
給
文
書
、
後
半
に
岩
井
氏
・
下
条
氏
・
香
坂
氏
の
系
譜
を
書
写
し
た

も
の
で
、
縦
一
八
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊

子
本
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
１８
）
は
、
外
題
に
「
命
令
写
」
と
記
さ
れ
た
縦
一
六
・
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
慶
長
年
間
よ
り
元

禄
十
年
（
一
六
九
七
）
頃
の
大
名
家
の
改
易
に
関
わ
る
史
料
を
集
め
た
も
の
で
あ

る
。
米
沢
藩
で
こ
の
よ
う
な
文
書
集
が
作
成
さ
れ
た
背
景
の
検
討
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
が
、
大
変
興
味
深
い
史
料
で
あ
ろ
う
。

外
題
に
「
御
触
書
写
」
と
記
さ
れ
た
（
石
井
・
１
・
１９
）
は
、
元
和
四
年
（
一

六
一
八
）
よ
り
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
至
る
ま
で
に
出
さ
れ
た
御
触
書
を
書

写
し
た
も
の
で
、
縦
一
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
冊
子
本
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
２０
）
は
、
内
題
・
外
題
と
も
に
欠
く
が
、
目
録
に
「
御
書
写
目
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録
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
仮
に
「
御
書
写
」
の
史
料
名
を
附
し
た
も
の
で
あ

る
。
縦
一
六
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本

で
、
永
正
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
て
の
文
書
を
書
写
し
、
さ
ら
に
新
発
田
氏
・
中

条
氏
・
佐
伯
姓
の
系
譜
な
ど
を
載
録
す
る
。

「
平
姓
安
田
氏
／
平
姓
柿
崎
氏
」
の
外
題
を
も
つ
（
石
井
・
１
・
２１
）
は
、
縦

一
五
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
は

じ
め
に
大
見
安
田
氏
の
受
給
文
書
を
書
写
し
、
続
け
て
大
見
安
田
氏
の
系
譜
、
黒

川
氏
・
柿
崎
氏
の
系
譜
を
書
写
す
る
。

（
石
井
・
１
・
２２
）
は
、「
藤
姓
御
系
図
略
」
の
外
題
と
「
御
系
譜
」
の
内
題
を

有
す
る
縦
一
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子

本
で
、
藤
原
鎌
足
に
は
じ
ま
り
中
世
に
い
た
る
ま
で
の
上
杉
氏
の
系
譜
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
２３
）
は
、
表
紙
に
「
伊
達
家
／
佐
竹
家
／
南
部
家
／
葦
名
家
／

最
上
家

系
図
全
」
と
記
さ
れ
た
、
縦
一
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
二
・

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
伊
達
家
以
下
各
家
の
系
譜
を
書
写
し
た
も
の

で
あ
る
。
奥
書
よ
り
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
九
月
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
石
井
・
１
・
２４
）「
平
姓
色
部
氏
系
図
」
は
、
寛
永
年
間
に
至
る
色
部
氏
の
系

譜
で
、
縦
一
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子

本
で
あ
る
。

外
題
に
「
色
部
正
統
／
黒
川
中
略
／
竹
俣
中
略
／
須
田
中
略
／
〈
狩
野
家
〉」

と
記
さ
れ
た

（
石
井
・
１
・
２５
）
は
、
享
保
年
間
頃
ま
で
の
各
家
の
系
譜
を
集

成
し
た
も
の
で
、
縦
一
六
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
二
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
冊
子
本
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
２６
）「
平
姓
中
条
系
図
」
は
、
縦
一
六
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
一
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
三
浦
義
明
よ
り
天
明
年
間
に
い
た

石井・１・１７ 岩井・下条・香坂 １丁裏・２丁表
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る
同
家
の
系
譜
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
２７
）「
諸
系
図
写
〈
略
〉」
は
、
縦
一
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

横
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
斎
藤
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
氏
の
系

譜
、
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
２８
）「
平
姓
大
概
」
は
、
縦
一
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一

一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、
畠
山
・
熊
谷
・
土
肥
・
城
氏
の
系
譜
を
集
成
し

た
も
の
で
あ
る
。

「
源
姓
大
国
氏
／
同
姓
新
津
氏
」
と
外
題
に
記
さ
れ
た
（
石
井
・
１
・
２９
）
は
、

縦
一
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
、

享
保
年
間
に
至
る
ま
で
の
大
国
氏
の
系
譜
と
明
暦
年
間
頃
ま
で
の
新
津
氏
の
系
譜

を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
３０
）
は
、
外
題
に
「
楡
井
氏
系
図
」
と
あ
り
、
清
和
天
皇
よ
り

寛
永
年
間
に
い
た
る
同
氏
の
系
譜
を
収
め
た
も
の
で
、
縦
一
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
一
二
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
あ
る
。

（
石
井
・
１
・
３１
）
は
、
表
紙
に
「
藤
原
姓
市
川
氏
／
宇
多
源
氏
竹
俣
姓
」
と

記
さ
れ
た
も
の
で
、
両
氏
の
系
譜
を
書
写
し
た
縦
一
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
冊
子
本
で
あ
る
。

以
上
の
三
十
一
冊
が
米
沢
藩
主
上
杉
家
や
そ
の
家
中
に
関
わ
る
文
書
・
系
譜
を

書
写
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、（
石
井
・
１
・
３２
）「
家
流
教
言
書
上
」
は
、

狂
言
の
番
組
や
画
家
の
系
譜
を
集
成
し
た
、
い
わ
ば
芸
能
史
料
の
便
覧
と
な
っ
て

い
る
も
の
で
、
縦
一
六
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
冊
子
本
で
あ
る
。

以
上
、
米
沢
藩
で
編
纂
さ
れ
た
文
書
・
系
譜
集
三
十
二
冊
に
つ
い
て
簡
単
な
解

説
を
試
み
た
。
な
お
、
石
井
氏
蒐
集
史
料
の
う
ち
に
は
、
こ
れ
ら
古
案
集
と
と
も

に
近
世
米
沢
藩
の
諸
役
人
の
名
簿
や
上
杉
家
御
年
譜
の
写
本
あ
わ
せ
て
二
十
冊
が

含
ま
れ
て
い
る
（
石
井
・
２
・
１
〜
石
井
・
４
・
５
）。
冒
頭
に
引
用
し
た
石
井

氏
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
二
十
冊
も
古
案
集
と
同
時
に
購
入
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
二
十
冊
の
分
析
に
加
え
、
さ
ら
に
米
沢
市
立
図
書
館
本
の
分
析
を

含
め
て
、
米
沢
藩
の
修
史
事
業
全
体
の
中
で
本
史
料
群
の
位
置
づ
け
を
図
る
作
業

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

二

中
世
法
制
史
料

次
に
、
石
井
進
氏
蒐
集
文
書
の
う
ち
、
中
世
法
制
史
の
研
究
史
料
に
つ
い
て
そ

の
概
略
を
述
べ
て
お
こ
う
。
こ
の
よ
う
な
範
疇
で
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
史
料

は
、「
建
武
式
目
」
の
写
本
一
点
と
「
諸
国
守
護
人
事
」
の
外
題
を
も
つ
室
町
幕

府
追
加
法
を
お
さ
め
た
写
本
一
点
で
あ
る
。

『
建
武
式
目
』（
石
井
・
５
・
１
）
は
、
四
ツ
目
綴
・
二
十
一
丁
の
写
本
で
あ
る
。

表
紙
題
簽
に
「
建
武
式
目
」
と
あ
り
、
第
一
丁
表
に
も
「
建
武
式
目
」
の
内
題
が

あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二

丁
表
か
ら
第
十
一
丁
裏
に
建
武
元
年
九
月
十
五
日
に
出
さ
れ
た
「
御
成
敗
新
式

目
」
が
書
写
さ
れ
、
次
に
第
十
二
丁
表
か
ら
第
十
三
丁
表
に
か
け
て
「
建
武
式

目
」
の
事
書
の
み
が
写
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
十
四
丁
表
か
ら
第
二
十
丁
裏

に
事
書
を
含
む
「
建
武
式
目
」
全
体
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、「
御
成
敗
新
式
目
」
の
末
尾
に
は
左
記
の
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
て

お
り
、
本
書
の
書
写
年
代
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

建
武
式
目
壹
部
、
恩
借
於
吏
部
少
卿
清
』
夫
子
家
本
書
寫
畢
、

豊
後
守
中
原
職
忠書

之
、

寛
永
十
五
年
十
月
下
旬
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ま
た
、
本
書
に
は
三
つ
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
伝
来
の
経
過
に

つ
い
て
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
丁
表
に
は
「
岡
崎

蔵
書
」
の
朱
方
印
が
、
ま
た
第
二
丁
表
に
は
「
林
氏
蔵
書
」
の
朱
方
印
お
よ
び

「
浅
草
文
庫
」
の
朱
長
方
印
が
そ
れ
ぞ
れ
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
林
氏
蔵

書
」
印
は
、
寛
政
九
年
に
昌
平
坂
学
問
所
が
設
け
ら
れ
た
際
、
羅
山
よ
り
述
斎
に

い
た
る
林
家
の
歴
代
が
収
集
し
て
き
た
家
蔵
書
に
捺
さ
れ
て
移
管
さ
れ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
４
）

。
ま
た
「
浅
草
文
庫
」
印
は
、
明
治
七
年
七
月
に
開
設
さ

れ
た
同
文
庫
の
印
で
、
そ
の
文
字
は
三
条
実
美
の
筆
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
（
５
）

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
本
は
、
林
家
の
蔵
書
で
あ
っ
た
も
の
が
昌
平
坂
学

問
所
に
移
管
さ
れ
、
明
治
以
後
は
書
籍
館
↓
浅
草
文
庫
と
伝
来
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
浅
草
文
庫
の
蔵
書
の
大
部
分
は
、
内
務
省
を
経
て
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文

庫
）
に
伝
来
し
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
過
程
で
巷
間
に
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、『
諸
国
守
護
人
事
』（
石
井
・
５
・
２
）
は
、
全
三
十
六
丁
の
写
本
で
、

四
ツ
目
綴
に
装
丁
さ
れ
て
お
り
、
表
紙
に
は
「
諸
国
守
護
人
事

完
」
の
外
題
が

あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
室
町
幕
府
の
追
加
法
を
集
め
た
も
の
で
、
条
文
の
配
列
は

現
在
国
学
院
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
吉
田
家
本
追
加
」
と
完
全
に

一
致
し
、
ま
た
『
諸
国
守
護
人
事
』
と
い
う
書
名
も
同
一
で
あ
る
。
石
井
本
の

『
諸
国
守
護
人
事
』
は
、
奥
書
等
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
書
写
の
経
緯
な
ど
の

詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国
学
院
大
学
本
と
同
系
統
の
写
本
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。

石
井
氏
が
示
さ
れ
た
研
究
方
法
の
一
つ
に
、
中
世
法
の
精
緻
な
分
析
に
よ
り
中

世
社
会
の
一
断
面
を
描
き
出
す
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
成
果
は
『
石
井
進
著

作
集
』
第
七
巻
な
ど
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
度
日
本
史
学
研
究
室
に
寄
託

さ
れ
た
こ
の
二
冊
の
写
本
も
、
そ
の
よ
う
な
氏
の
問
題
関
心
の
も
と
に
蒐
集
さ
れ

石井・５・２ 諸国守護人事 ７丁裏・８丁表

199



た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三

阿
野
家
家
伝

石
井
進
氏
の
蒐
集
に
か
か
る
史
料
の
う
ち
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
阿
野
家
の
当

主
や
庶
流
の
人
々
の
官
歴
を
記
し
た
家
伝
で
、
三
種
の
写
本
が
あ
る
。

一
つ
は
、「
家
伝
」
の
外
題
（
表
紙
）
と
内
題
（
第
一
丁
表
）
を
有
す
る
写
本

（
石
井
・
６
・
１
）
で
、
全
五
十
四
丁
、
大
和
綴
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

第
二
丁
裏
〜
第
五
丁
裏
に
阿
野
家
の
系
図
を
記
し
、
第
六
丁
〜
第
四
十
三
丁
に
は

当
主
の
官
歴
を
、
さ
ら
に
第
四
十
九
丁
〜
第
五
十
三
丁
「
庶
流
傳
」
に
は
庶
家
の

人
々
の
官
歴
を
載
せ
る
。
こ
の
う
ち
系
譜
は
、
鎌
倉
初
期
の
公
佐
よ
り
天
明
九
年

（
一
七
八
九
）
に
五
十
四
歳
で
没
し
た
公
縄
ま
で
を
一
筆
で
記
し
、
次
の
実
紐
以

後
季
房
に
至
る
七
代
を
順
次
書
き
継
い
で
い
る
。
ま
た
当
主
の
伝
記
は
、
公
縄
の

父
実
惟
（
師
季
）
ま
で
が
一
筆
で
記
さ
れ
、
公
縄
よ
り
以
後
の
分
を
随
時
書
き
継

い
だ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
写
本
は
、
公
縄
の
代
に
作
成
さ
れ
、
以
後

明
治
ま
で
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、「
阿
野
家
／
系
譜
／
家
傳
」
と
い
う
外
題
を
有
す
る
写
本
が
あ
る
（
石

井
・
６
・
２
）。
こ
れ
は
、
全
三
十
七
丁
の
写
本
で
、
奥
書
か
ら
明
治
九
年
（
一

八
七
六
）
に
阿
野
家
の
当
主
実
允
が
書
写
し
た
も
の
と
知
れ
る
。
本
書
の
内
容
は
、

第
一
の
「
家
伝
」
同
様
、
系
譜
・
当
主
の
伝
記
・
庶
流
の
伝
記
の
三
部
か
ら
な
る
。

第
一
丁
よ
り
第
九
丁
に
書
写
さ
れ
た
系
譜
は
、
実
允
ま
で
を
一
筆
で
記
し
、
そ
の

下
よ
り
新
た
に
罫
線
（
朱
）
を
引
き
、
亮
麻
呂
を
は
じ
め
と
す
る
寛
允
の
子
女
七

名
を
加
筆
、
さ
ら
に
季
忠
の
下
よ
り
新
た
に
罫
線
を
引
き
、
季
忠
の
子
息
季
房
・

季
敏
を
加
筆
し
て
い
る
。
第
十
丁
よ
り
第
三
十
三
丁
に
書
写
さ
れ
た
当
主
の
家
伝

は
、
公
佐
よ
り
実
允
に
至
る
も
の
で
、
さ
ら
に
第
三
十
四
丁
よ
り
第
三
十
七
丁
に
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庶
流
伝
が
続
く
。
そ
し
て
裏
表
紙
見
返
に
、
実
允
の
筆
に
か
か
る
左
の
奥
書
が
記

さ
れ
て
い
る
。

按
家
傳
、
建
長
・
永
享
之
間
、
有
公
仲
・
公
廉
・
實
廉
・
季
』
継
・
實
村
・

實
爲
・
公
爲
等
、
總
百
八
拾
有
餘
年
、
時
屬
于
』
北
條
・
足
利
両
氏
之
兵
亂
、

家
系
連
綿
雖
不
絶
、』
其
間
□
籍
散
逸
、
至
履
歴
事
蹟
、
今
不
可
詳
考
、

故
』
記
其
大
略
焉
、

明
治
九
年
十
一
月

従
四
位
阿
野
實
允
（
朱
印
）
○
印
文
「
阿
野
實
印
」、

な
お
、
奥
書
に
捺
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
「
阿
野
實
印
」
が
表
紙
に
も
捺
さ
れ

て
お
り
、
明
治
期
に
実
允
に
よ
り
書
写
さ
れ
、
以
後
阿
野
家
の
当
主
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
写
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
い
ま
一
つ
の
阿
野
家
家
伝
（
石
井
・
６
・
３
）
は
、
折
本
に
仕
立
て
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
外
題
・
内
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
全
三
十
丁
か
ら
な
り
、

公
佐
（
た
だ
し
生
年
月
日
・
官
歴
等
の
詳
細
な
記
載
は
な
し
）・
実
直
（
承
元
三

年
―
建
長
三
年
九
月
十
日
）
よ
り
実
典
（
寛
政
十
一
年
七
月
朔
―
天
保
九
年
正
月

十
四
日
薨
）
に
至
る
当
主
の
官
歴
等
を
載
せ
る
。
な
お
、
全
紙
に
天
単
地
単
の
押

界
が
施
さ
れ
て
い
る
。

四

一
乗
院
関
係
史
料

次
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
条
院
門
跡
及
び
水
谷
川
家
に
か
か
わ
る
史
料
で
あ
る
。

水
谷
川
家
は
、
近
衛
忠
煕
の
男
忠
起
に
起
こ
る
家
で
、
一
条
院
門
跡
で
あ
っ
た
が

明
治
維
新
に
際
し
て
還
俗
し
て
華
族
格
と
な
り
、
春
日
大
社
宮
司
に
就
任
、
男
爵

に
列
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
史
料
と
し
て
、
ま
ず
近
世
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
一
条
院
門
跡
の
記
録
一
括
（
石
井
・
７
・
１
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
蟲
損
と
水

濡
れ
に
よ
り
閲
覧
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
詳
細
の
調
査
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

次
に
、
水
谷
川
忠
磨
に
宛
て
ら
れ
た
金
剛
峰
寺
の
金
山
穆
韶
書
簡
（
石
井
・
７

・
２
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
水
谷
川
忠
麿
宛
の
書
簡
全
十
一
通
を
貼
り
継
い
で
一

巻
と
し
、
ま
た
書
簡
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
封
筒
を
開
い
て
貼
り
継
ぎ
、
こ
れ
も
一

巻
と
し
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
（
第
一
通
）
よ
り
昭
和
三
十
年
十
一

月
（
第
十
一
通
）
ま
で
の
書
簡
か
ら
な
る
。
そ
の
内
容
は
、
高
野
山
に
近
衛
文
麿

の
墓
所
を
建
て
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
、
近
・
現
代
史
の
史
料
と
し
て
貴
重
な

も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、（
石
井
・
７
・
１
）
と
（
石
井
・
７
・
２
）
は
同
じ
薄
様
の
和
紙
で
包

ま
れ
て
お
り
、
両
者
が
水
谷
川
家
の
史
料
と
し
て
と
も
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

五

そ
の
他

石
井
氏
の
蒐
集
に
か
か
る
史
料
の
概
略
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
と
と
も
に
寄
託
さ
れ
た
古
文
書
の
複
製
・
翻
刻
類
が
五
冊
あ
る
の
で
あ
わ
せ

て
紹
介
し
て
お
く
。

（
一
）『
長
楽
寺
文
書
』・『
長
楽
寺
文
書

二
』

こ
れ
は
、
長
楽
寺
文
書
の
写
真
版
を
印
刷
し
て
四
ツ
目
綴
に
製
本
し
た
も
の
で

あ
る
。『
長
楽
寺
文
書
』（
石
井
・
８
・
１
）
は
二
十
二
丁
で
八
十
余
通
の
文
書
に

つ
い
て
、
ま
た
『
長
楽
寺
文
書

二
』（
石
井
・
８
・
２
）
は
二
十
丁
で
四
十
余

通
の
文
書
に
つ
い
て
そ
の
写
真
版
を
収
め
る
。
刊
記
を
欠
く
た
め
、
こ
の
影
印
本

が
作
成
さ
れ
た
年
次
や
経
緯
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

（
二
）『
対馬

斎
藤
文
書
』・『
嚴
島
社
文
書
御
判
物
帖

』・『
久
米
田
寺
文
書
』
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こ
の
三
冊
は
、
い
ず
れ
も
相
田
二
郎
氏
の
旧
蔵
書
で
、
謄
写
印
刷
に
附
し
た
文

書
の
釈
文
を
同
様
の
装
丁
で
四
ツ
目
綴
の
和
本
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

『
対馬

斎
藤
文
書
』（
石
井
・
９
）
は
全
二
十
六
丁
の
謄
写
版
で
、
表
紙
題
簽
に
は

「
対馬

斎
藤
文
書
」
と
記
さ
れ
、
第
二
丁
表
に
「
齋
藤
文
書
」
の
内
題
が
あ
る
。
そ
の

内
容
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
影
写
本
『
斎
藤
文
書
』（
請
求
記
号

3071.93-8

）
を
謄
写
印
刷
に
付
し
た
も
の
で
、
第
二
丁
表
に
は
「
相
田
蔵
書
」
の

朱
方
印
が
あ
り
、
ま
た
随
所
に
相
田
二
郎
氏
に
よ
る
校
合
（
墨
）
と
石
井
進
氏
に

よ
る
書
き
入
れ
が
あ
る
。

『
嚴
島
社
文
書
御
判
物
帖

』（
石
井
・
１０
）
は
、
全
三
十
丁
か
ら
な
り
、
表
紙
題
簽
に

は
「
嚴
島
社
文
書
御
判
物
帖

」
と
記
さ
れ
、
第
二
丁
表
に
は
「
嚴
島
社
文
書
」
の
内
題

が
あ
る
。『
対馬

斎
藤
文
書
』
と
同
様
、
第
二
丁
表
に
「
相
田
蔵
書
」
の
朱
方
印
が
あ

り
、
ま
た
相
田
二
郎
氏
に
よ
る
書
き
入
れ
・
校
合
、
石
井
進
氏
に
よ
る
書
き
入
れ

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
相
田
二
郎
氏
の
校
合
は
、
内
務
省
神
社
局
考
證
課
の
写
真
版

に
よ
り
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
左
記
の

奥
書
よ
り
判
明
す
る
。

右
嚴
島
社
御
判
物
帖
謄
写
、
昭
和
四
年
十
月
、
廣
島
』
文
理
科
大
学
出
張
中
、

同
社
ニ
ツ
キ
テ
筆
寫
セ
シ
モ
』
ノ
ヲ
、
昭
和
六
年
、
内
務
省
考
證
課
員
ヨ
リ

寫
眞
』
ヲ
借
用
シ
、
校
合
ヲ
加
ヘ
テ
□
ヘ
シ
モ
ノ
ニ
カ
ヽ
ル
、

昭
和
六
年
十
月
九
日

相
田
二
郎
誌
之
、

次
に
『
久
米
田
寺
文
書
』
の
謄
写
版
（
石
井
・
１１
）
は
、
全
六
十
四
丁
か
ら
な

る
も
の
で
、「
久
米
田
寺
文
書
」
の
表
紙
題
簽
と
「
徴
古
文
書
纂

家
わ
け
第
三

久
米
田
寺
文
書
」
の
内
題
（
第
二
丁
表
）
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
架
蔵
の
影
写
本
『
久
米
田
寺
文
書
』
全
三
冊
（
請
求
記
号3071.63-

24

）
を
謄
写
印
刷
に
付
し
た
も
の
で
、
相
田
二
郎
氏
に
よ
る
書
き
入
れ
・
校
合
、

石
井
進
氏
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
第
二
丁
表
に
「
相
田
蔵
書
」
の
朱

方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
前
の
二
冊
と
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
冊
に
は
、

「
昭
和
六
年
一
月
廿
四
日
〈
於
土
曜
会
〉
読
了
、」
と
い
う
相
田
氏
自
筆
の
奥
書
が

あ
り
、
土
曜
会
と
い
う
研
究
会
で
久
米
田
寺
文
書
の
講
読
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
石
井
進
氏
旧
蔵
史
料
に
つ
い
て
五
つ
に
分
類
し
、
そ
の
各
々
に
つ

い
て
簡
単
な
紹
介
を
試
み
た
。
次
年
度
以
後
は
、
ま
ず
「
一
」
の
米
沢
藩
関
係
の

文
書
・
記
録
類
に
つ
い
て
細
目
録
を
作
成
し
、
諸
賢
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
と
し

た
い
。
な
お
、「
一
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
写
真
帳
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に

も
配
架
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
利
用
さ
れ
た
い
。

簡
単
で
は
あ
る
が
、
以
上
を
も
っ
て
閣
筆
す
る
。

註（
１
）
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
第
七
号
・
第
八
号
・
第
十
号
。

（
２
）

そ
の
主
な
研
究
業
績
は
、
石
井
進
著
作
集
刊
行
会
編
『
石
井
進
著
作
集
』

全
十
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
―
〇
五
年
）、『
石
井
進
の
世
界
』
全
六
巻

（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）

石
井
進
「
公
刊
に
寄
せ
て
」（『
謙
信
公
御
書
集
』
臨
川
書
店
、
一
九
九
九

年
）
二
頁
。

（
４
）
『
内
閣
文
庫
蔵
書
印
譜
』﹇
改
訂
増
補
版
﹈（
国
立
公
文
書
館
、
一
九
八
一

年
）
一
二
頁
。

（
５
）

同
右
、
一
一
三
頁
。
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